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本
稿
は
、
中
田
祝
夫
編
抄
物
大
系
（
勉
強
社1

9
7
7

年
）
所
収
の
、

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
（
影

印
本
）
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
。
当
該
抄
物
の
成
立
、
資
料
的
価

値
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三

体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
１
）
」
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
研
究

科
『
筑
波
日
本
語
研
究
』
第
17
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、

前
記
拙
稿
、
及
び
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三

体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
２
）
」
（
同
18
号
）
、
「
国
立
公
文

書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注

（
３
）
」
（
同
19
号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年

写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
４
）
」
（
同
20
号
）
、
「
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と

校
注
（
５
）
」
（
同
21
号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文

五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
６
）
」
（
同
22
号
）
、

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
７
）
」
（
同
23
号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
８
）
」
（
同
24
号
）

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
９
）
」
（
同
26
号
）
に
引
き
続
き
、
主
と
し
て
、
抄
中

に
引
か
れ
た
漢
籍
及
び
集
成
し
て
い
る
五
山
僧
の
諸
家
に
注
目
し
、

そ
れ
を
で
き
る
限
り
明
記
し
て
、
本
抄
物
を
解
読
す
る
際
の
手
が
か

り
に
な
る
よ
う
つ
と
め
る
。
な
お
、
翻
刻
・
校
注
上
の
諸
事
項
に
つ

い
て
は
、
前
記
の
諸
稿
に
詳
し
い
が
、
要
点
ま
た
前
記
の
諸
稿
に
お

い
て
説
明
し
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
に
９
回
わ
た
っ
て
翻
刻
・
校
注
を
試
み
て
き
た
が
、
検
索
の
便

を
考
え
、
本
稿
の
末
尾
に
関
連
の
情
報
を
一
覧
し
て
み
る
。 

 

一 

翻
刻
の
範
囲
を
底
本
の
二
八
八
頁
か
ら
二
九
八
頁
と
す
る
。 

一 

基
本
的
に
、
原
典
テ
キ
ス
ト
が
写
さ
れ
た
方
形
の
枠
線
の
後
に

置
か
れ
て
い
る
抄
文
の
部
分
を
翻
刻
の
対
象
と
す
る
。
若
干
、
そ

の
枠
線
内
及
び
枠
線
外
の
周
辺
に
書
き
込
ま
れ
た
小
文
字
書
き

の
抄
文
が
存
在
す
る
が
、
影
印
本
で
判
読
し
に
く
い
箇
所
が
多
い

た
め
、
本
稿
で
は
翻
刻
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

一 

漢
籍
の
引
用
が
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
書
名
ま
た
は
篇
目
名
や

章
・
節
の
名
、
作
者
名
に 

 

線
で
記
す
。
例
え
ば
、
「
才
子
傳

巻
之
七 

陶 

字
國
鈞 

成
都
人 

工
於
詞
賦 

少
貧 

云
々
」

（
二
八
九
１
）
、
「
樵
本
曰 

續
三
体
詩 

熊
伯
穎 

楊
州
絶
句

云 

画
橋
緑
水
蕩
晴
霞 

簾
幕
笙
歌
十
万
家…

…

」（
二
九
五
11
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）
、
「
山
谷
詩 

襄
陽
耆
旧
今
何
在 

駟
馬
高
盖
徒
紛
紛 

皆
類

此
詩
之
意
也
」
（
二
九
三
７
）
な
ど
。
一
部
、
「
村
云 

監
宮
ハ 

監
寺
類
也 

須
朝 

唐
詩
正
音
并
漁
隠 

須
作
雖
」
（
二
九
一

３
）
に
見
る
「
漁
隠
」
（
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
）
の
よ
う
に
書
名

が
略
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
書
名
の
記
し
方
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
を
通
し
て
み
る
室
町
時
代
に
お

け
る
漢
籍
流
布
の
状
況
」
（
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
『
日
本
語

と
日
本
文
学
』
55
号
）
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ

た
い
。
そ
の
他
、
少
数
、
明
ら
か
に
漢
籍
か
ら
引
か
れ
て
い
る
が
、

書
名
ま
た
は
篇
目
名
や
章
・
節
の
名
、
作
者
名
な
ど
の
情
報
は
い

っ
さ
い
記
載
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「
愚
案 

雍
陶 

少
貧 

遭
蜀
中
乱 
后
播
越
覊
旅 

有
詩
云 

貧
當…

…

雨
声
夜
侵
樓
」
（
二
八
九
４
）
、
「
三
四
句 

述
其
意

也 

𦂯𦂯
看
開
花 

則
有
落
花
之
思 

得
寵
憂
移
失
寵
憂 

之
意

也
」
（
二
八
九
15
）
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
今

回
、
一
々
原
本
で
確
認
す
る
に
至
ら
ず
、
「
瀚
堂
典
蔵
数
据
庫
系

統
」
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
ww

.
h
y
tu

n
g
.c

n/

）
、
「
中
央
研
究
院
漢
籍
電

子

文

獻

瀚

典

全

文

檢

索

系

統

」

（h
t
t
p
:
/
/
h
an

j
i
.s

i
n
i
ca

.
e
du

.
tw

/

）
、
『
中
国
基
本
古
籍
庫
』

（
黄
山
書
社
出
版
）
を
検
索
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
電
子
資
料

に
ほ
ぼ
同
様
な
本
文
が
検
索
で
き
た
場
合
に
、
引
用
の
最
初
の

部
分
に 

 

で
記
し
、
ま
た
、
【 

】
内
に
お
い
て
関
連
の
情
報

を
補
う
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
「
陳
元
信 

松
棚
詩 

清
陰
堪
愛

還
堪
恨 

遮
却
斜
陽
碍
月
明
」
（
二
八
九
19
）
や
「
子
安
和
云 

春
風
暁
過
故
俟
家 

邀
入
南
園
看
麗
蕐 

満
眼
深
紅
間
浅
緑 

流
鴬
徧
住
海
棠
花
」
な
ど
、
以
上
の
電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
【 

】
に
お
い
て
説
明
す
る
こ
と
が

あ
る
。 

一 

前
記
の
電
子
資
料
と
本
抄
物
の
引
用
と
比
較
し
て
、
文
字
や
行

文
の
上
相
違
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「…

…

世
人
遺

之
以
危 

我
遺
之
安 

云
々
」
（
二
九
二
３
）
に
つ
い
て
は
『
排

韻
增
廣
事
類
氏
族
大
全
』
（
四
庫
全
書
）·

卷
二·

上
平
聲·

四
江·

龐
・
鹿
門
採
藥
に
「
我
遺
之
以
安
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「…

…

國

初
諸
人
書
奴
耳
」
（
二
八
九
２
）
に
つ
い
て
は
『
唐
才
子
傳
』
（
四

庫
全
書
本
）
・
卷
五
に
「
詩
奴
」
と
あ
り
、
「
此
萹
類
勧
君
紫
玉

巵 

満
酌
不
須
辞…

…

」
（
二
八
九
17
）
に
つ
い
て
は
『
萬
首
唐

人
絶
』
（
四
庫
全
書
本
）
卷
十
三
・
五
言
「
歡
酒
」
詩
に
「
金
鏤

巵
」
と
あ
り
、
「…

…

悞
入
武
陵
花
」
（
二
九
七
５
）
に
つ
い
て

は
『
文
苑
英
華
』
（
中
華
書
局
本
）
卷
一
百
五
十
二
・
天
部
二
・

雜
題
月
三
十
五
首
・
僧
法
振
「
月
夜
泛
舟
」
詩
に
「
臥
入
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
誤
脱
・
誤
植
ま
た
は
異
文
だ
ろ
う
と
こ
ろ

が
あ
り
う
る
が
、
当
時
に
引
か
れ
る
漢
籍
の
底
本
が
ま
だ
明
か
ら

に
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
特
に
改
め
ず
、
底
本
の
通
り
に
翻
刻

す
る
。 

一 

幻
雲
抄
に
集
成
し
て
い
る
五
山
僧
の
諸
家
の
説
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に 

 

線
で
記
す
。
例
え
ば
、
「
雪
本
曰 

此
詩
成
都
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之
作 

花
園
婦
人
之
名
也
」
（
二
八
八
４
）
に
お
い
て
は
「
此
詩

…
…

也
」
は
「
雪
本
」
（
蘭
坡
景
茝
の
説
）
で
あ
り
、
ま
た
、
「
莫

怪―
―

続
翆
云 

莫
恠
字 

偏
躰
也 

毎
句
有
莫
怪
飲
酒
之
意 

盖
飲
酒
為
洗
鬱
懐
也
」
（
二
八
九
７
）
に
お
い
て
は
「
莫
恠
字…

…

也
」
は
「
続
翆
云
」
（
桃
源
瑞
仙
の
説
）
で
あ
る
。
少
数
、
「
桃

云 

緑
浄―

―
慈
氏
云 

緑
浄 

藍
名
也 

緑-

浄
ト 

連
讀

ス
ル 

可
也
」
（
二
九
三
２
）
の
よ
う
に
、
「
桃
云
」
（
桃
源
瑞

仙
の
説
）
に
お
い
て
「
慈
氏
云
」
（
義
同
周
信
の
説
）
が
引
か
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
、
「
桃
云
」
並
び
に

「
慈
氏
云
」
の
両
方
に 

 
線
を
引
く
。
一
部
、
「
或
云 

漢
江

ハ 

秦
楚
通
路
也 

故
有
南
北
句
也
」
（
二
九
二
２
）
、
「
猿
啼 

或
云 

王
維
唱
陽
関
曲
之
前 

別
有
送
人
之
歌 

其
詩
云 

五ウ

雲イ
ン

天
上
来 

」
（
二
九
七
14
）
の
よ
う
に
、
「
或
云
」
と
は
何

を
指
す
か
知
り
え
な
い
が
、
五
山
僧
の
説
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と

判
断
で
き
る
の
で
、 

 

線
を
引
く
こ
と
に
す
る
。 

一 

漢
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
形
態
を
重
ん
じ
、
異
体
（
略
体
・

俗
体
を
含
む
）
の
文
字
を
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
ま
ま
写
し
、
ま
た
、

末
尾
の
表
１
に
ま
と
め
る
。
例
え
ば
、
「
將
（
将
）
」
（
二
九
一

４
）
や
「
冝
（
宜
）
」
（
二
九
五
３
）
」
な
ど
。
「
揜
（
掩
）
」

（
二
九
〇
５
）
、
「
悳
（
德
）
」
（
二
九
二
３
）
、
「
斈
（
学
）
」

（
二
九
五
14
）
な
ど
の
よ
う
に
、
誤
読
さ
れ
や
す
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
随
時
に
【 

】
内
に
記
す
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
【 

】

内
に
お
い
て
「
「
米*

凵
」
（
幽
）
」
（
二
九
〇
３
）
、
「
「
ヒ+

夕
」
（
夢
）
」
（
二
九
五
17
）
、
「
「
米+

田*

羽
」
（
翻
）
」
（
二

九
二
５
）
の
よ
う
に
記
す
場
合
が
あ
る
。*

符
号
は
そ
の
字
ま
た

は
偏
旁
冠
脚
を
左
右
で
ま
た
は
内
外
で
組
み
合
わ
せ
た
文
字
を
、

+

符
号
は
そ
の
字
ま
た
は
偏
旁
冠
脚
を
上
下
で
組
み
合
わ
せ
た
文

字
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
初
出
以
降
は
す
べ
て
通
行

体
に
改
め
、
末
尾
の
表
２
に
そ
の
通
行
体
を
ま
と
め
る
。
一
部
、

「
漁
隠
後
集
」
（
二
九
〇
３
）
や
「
灯
影
」
（
二
九
一
14
）
な
ど

の
よ
う
に
、
工
夫
し
て
も
再
現
で
き
な
い
場
合
は
通
行
体
の
み
で

記
す
が
、
一
々
説
明
せ
ず
、
末
尾
の
表
３
に
ま
と
め
る
。 

一 

小
文
字
で
二
行
書
き
に
し
て
あ
る
箇
所
が
少
数
あ
り
、
「
／
」

印
で
改
行
を
示
す
。
例
え
ば
、
「…

…

海
棠
無
語
對
黄
昬
魯
所
考

者

／
宮
詞

」
（
二
九
一
15
）
と
あ
る
の
は
、
「
宮
」
の
字
か
ら
改
行
し

て
い
る
。 

一 

変
体
の
か
な
で
は
、
「
子
」
を
「
ネ
」
に
改
め
ず
、
そ
の
ま
ま

保
留
す
る
。
例
え
ば
、
「
子
マ
ル
ソ
」
（
二
九
一
６
）
。 

一 

合
字
で
は
、
「
〆
」
を
「
シ
テ
」
に
、
「
「
」
を
「
コ
ト
」
に

改
め
る
。
例
え
ば
、
「
専
ニ
シ
テ
」
（
二
九
〇
９
）
、
「
メ
ラ
ル
ヽ

コ
ト
」
（
二
九
〇
13
）
な
ど
。 

一 
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
ま
ま
に
写
す
。
そ
の
際
、
漢
字

一
つ
と
仮
名
一
つ
の
場
合
は
、
底
本
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
々
」

と
「
ヽ
」
で
写
す
。
例
え
ば
、
「
勿
怪
々
々
」
（
二
八
九
７
）
、
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「
留
メ
ラ
ル
ヽ
ソ
」
（
二
九
〇
８
）
、
「
朝
忽
々 

暮
擾
々
」
（
二

九
三
３
）
な
ど
。
ま
た
、
仮
名
二
つ
以
上
の
場
合
ま
た
は
漢
字
仮

名
ま
じ
り
書
き
で
二
つ
以
上
の
場
合
は
、
「
／
＼
」
で
写
す
。
例

え
ば
、
「
人
ナ
ミ
／
＼
ニ
」
（
二
九
〇
13
）
、
「
水
ノ
ト
／
＼
ト
」

（
二
九
二
13
）
な
ど
。 

一 

振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
写
す
。 

一 

濁
点
は
少
数
見
え
、
そ
の
ま
ま
写
す
。
例
え
ば
、
「
ガ
ラ
リ
ト
」

（
二
九
一
６
）
、
「
ヲ
リ
ザ
ル
」
（
同
）
な
ど
。 

一 

返
り
点
と
一
・
二
点
は
、[

レ]

と[

一]
[

二]

の
よ
う
に
［ 

］

に
入
れ
て
記
す
。 

一 

転
倒
符
、
挿
入
符
、
書
入
れ
指
示
に
つ
い
て
は
再
現
で
き
ず
、

行
末
の
【 

】
内
に
お
い
て
説
明
す
る
。 

一 

見
せ
消
に
つ
い
て
は
■
で
示
し
、
【 
】
内
に
お
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
あ
る
。 

一 

そ
の
他 

・ 

頁
数
は
底
本
の
そ
れ
に
従
い
、
漢
数
字
で
記
す
。
ま
た
、
あ

ら
た
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数
を
記
す
。 

・ 

句
読
点
は
特
に
つ
け
ず
、
底
本
の
朱
点
に
よ
り
一
文
字
分
を

あ
け
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
抄
中
に
引
か
れ
た
漢
籍
に
つ
い

て
は
、
現
在
通
行
の
テ
キ
ス
ト
と
句
読
点
の
施
し
方
が
異
な

る
場
合
で
も
、
底
本
の
ま
ま
に
し
、
特
に
改
め
な
い
。
そ
の
他
、

破
損
や
墨
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
判
明
で
き
な

い
場
合
に
、
通
行
の
テ
キ
ス
ト
を
参
考
す
る
。 

・ 

破
損
や
墨
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
判
読
で
き

な
い
場
合
に
、
□
で
示
す
。
推
測
さ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
□
中
に
入
れ
る
。 

・ 

そ
の
他
の
説
明
事
項
が
あ
れ
ば
、
【 

】
内
に
お
い
て
記
す
。 

  

二
八
八 

４ 

雪
本
曰 

此
詩
成
都
之
作 

花
園
婦
人
之
名
也 

愚
案 

退

之
園
巷
柳 

韓
翃
章
臺
柳
之
類 

則
為
婦
亦
不
妨
也 

如
□
□
ハ 

亦
然 

樵
本
曰 

莫
怪―

―

二
句
言 

為
有
酒
不
来 

而
為
有
花

来
也 

或
云 

非
酒
不
能
消
憂 

故
頻
相
過
也 

盖
以
花
園
字
視

之 

則
或
説
不
可
也
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
雍
陶
「
過
南
隣
花
園
」

詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】
【
「
園
」
「
巷
」
間
挿
入
符

あ
り
、
右
傍
に
「
花
」
。
「
園
花
巷
柳
」
に
す
べ
き
】
（
こ
の
行
以

前
は
前
回
に
収
め
て
い
る
） 

 

二
八
九 

１ 

才
子
傳
巻
之
七 

陶 

字
國
鈞 

成
都
人 

工
於
詞
賦 

少

貧 

云
々 

大
中
六
年 

授
國
子
毛
詩
博
士 

与
賈
島 

殷
堯
藩 

無
可 

徐
凝 

章
孝
標 

２ 
友
善 

以
琴
樽
詩
翰
相
娯 

留
長
安
中 

大
中
末 

出
刺
簡

州 

時
名
益
重 

自
比
謝
宣
城 

柳
呉
興 

國
初
諸
人
書
奴
耳 

云
々
【
「
サ+
間
」
（
簡
）
】 
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３ 

春
風―

―

二
句 

言
盖
此
花
也 

因
春
風
力
以
開 

因
春
力

以
落 

縁
合
所
生 

縁
散
即
滅
之
理 

依
前
蔵
不
得
者
也 

然
松

花
【
「
春
」
「
力
」
間
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
風
」
。
「
因
春
風

力
以
落
」
に
す
べ
き
】 

 

４ 

曰 
春
風
比
恩
澤
也 

盖
雍
陶
有
初
用
後
舎
之
嘆
欤 

愚
案 

雍
陶 

少
貧 
遭
蜀
中
乱 

后
播
越
覊
旅 

有
詩
云 

貧
當
多

【
「
囙+

心
」
（
恩
）
】
【
欤
（
歟
）
】
【
「
少
貧…

…

雨
声
夜
侵
樓
」

は
『
唐
才
子
傳
』
（
四
庫
全
書
）
・
卷
五
に
見
え
る
】 

５ 

病
日 

閑
過
少
年
時 
又 

閑
門
客
到
常
如
病 

満
院
花
開

未
是
貧 

又 

江
声
秋
入
峽 
雨
声
夜
侵
樓 

皆
似
有
嘆
也 

与

松
花
解
可
并
【
「
角*

半
」
（
解
）
】 

６ 

案
乎 

雖
然
天
英
以
花
園
為
婦
人
名 

則
易
解
乎 

雪
本

【
「
ム+

虫*

隹
」
（
雖
）
】 

７ 

莫
怪―

―

続
翆
云 

莫
恠
字 

偏
躰
也 
毎
句
有
莫
怪
飲
酒

之
意 

盖
飲
酒
為
洗
鬱
懐
也 

莫
怪
字
ハ 

勿
怪
々
々
ト
云
テ
【
恠

（
怪
）
】 

８ 

イ
カ
ニ
ト 

云
処
ニ 

用
ト 

唐
僧
ノ 

云
ソ 

ナ
ニ
ト
セ

ウ
ス 

ヤ
ラ
ウ 

無
益
也 

長
字
ハ 

常
住
也 

 

９ 

渊
云 

酒
ノ
ア
ル 

家
ヘ 

細
々
ニ 

行
ハ 

見
花
飲
酒 

イ
ク
ホ
ト
モ 

ナ
イ 

歳
月
ヲ 

可
惜
也 

多
情
ナ
ル
ハ 

花
ト 

酒
ト
也 

ソ
レ
テ 

コ
ソ 

ウ
イ 

ツ
ラ
イ 

10 

人
間
ヲ
ハ 

ワ
ス
ル
レ
也 

春
風―

―

古
今
人
不
言
出
処 

花
ヲ 

吹
開
ク 

風
ハ 

ヤ
カ
テ 

花
ヲ 

吹
落
也 

可
賞
也 

可
恨
也 

三
四
句 

有
惜
年 

 

11 

蕐
之
意
也 

春
不
開
花 

則
花
亦
不
可
落
也 

桃
云 

三
四

句
言 

栄
蕐
ヲ 

キ
ワ
メ
テ 

得
冨
貴
モ 

上
一
人
恩
澤
也 

戮

辱
セ
ラ 

12 

レ
テ 

貧
賎
ニ
ナ
リ 

ハ
ツ
ル
モ 

一
人
之
刑
法
也 

蒙
恩 

則
喜 

被
刑 

則
悲 

人
情
之
常
也 

昨
日
得
寵
者 

今
日
逢
辱 

然
則
不
如
初 

 

13 

不
受
恩
賞
也 

村
云 

花
見
ヨ
ト 

霞
ヲ 

掃
フ 

春
風
ハ 

ウ
シ
ト
ヤ 

云
ハ
ン
ト 

ウ
レ
シ
ト
ヤ 

云
ハ
ン
ト 

云
歌
ハ 

此
詩
カ
ラ 

讀
ル
ヽ
也
【
「
ホ+

冖+

又
」
（
受
）
】 

14 

補
云 

此
詩 

成
都
作
也 

雍
陶
成
都
人
也 

花
園
為[

二]

女

 
 

ノ

名[

一]

者 

不
可
也 

詩
意 

頻
過[

二]

花
園[

一]
 

不
可

[

レ]

為[

レ]

有[

レ]

酒 

只
為
惜
年
蕐
也 

 

15 

三
四
句 

述
其
意
也 

𦂯𦂯
看
開
花 

則
有
落
花
之
思 

得
寵

憂
移
失
寵
憂 

之
意
也 

盖
言
雍
陶
初
雖
被
用 

後
流
【
𦂯𦂯
（
纔
）
】

【
『
三
體
唐
詩
』
（
四
庫
全
書
）
・
卷
二
・
虛
接
に
李
商
隠
「
宮
詞
」

詩
、
「
君
恩
如
水
向
東
流 

得
寵
憂
移
失
寵
愁
」
と
見
え
る
】 

16 

落
成
都
也 

幻
按 

才
子
傳
巻
之
七 

雍
陶
竟
辞
栄 

閑
居

廬
岳 

養
痾
傲
世 

与
塵
叓
皆
日
冥
矣 

由
是
観
之 

三
四
句
有

味
【
「
广*

戸
」
（
廬
）
】
【
叓
（
事
）
】 

17 

莫
怪―

―

此
萹
類
勧
君
紫
玉
巵 

満
酌
不
須
辞 

花
發
多
風

雨 

人
生
常
別
離
之
意
也 

又
用
杜
詩 

自
知
白
髪
【
『
萬
首
唐
人
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絶
句
』
（
四
庫
全
書
）
・
卷
十
三
・
五
言
に
「
歡
酒
」
詩
、
「
勸
君

金
鏤
巵 

滿
酌
不
須
辭
」
と
見
え
る
】 

18 
非
春
事 

且
尽
芳
樽
恋
物
蕐 

19 
陳
元
信 

松
棚
詩 

清
陰
堪
愛
還
堪
恨 

遮
却
斜
陽
碍
月
明 

養
考
之
【
陳
元
信
詩
は
今
回
使
用
し
た
電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
】
【
「
ホ+

冖+

友
」
（
愛
）
】 

 

20 

莫
怪―

―

村
云 

南
隣
ノ 

花
園
カ 

即
有
酒
家
也 

サ
ル

ホ
ト
ニ 

我
カ
此
程 
シ
ケ
ク 

頻
ニ 

酒
ノ 

在
ル
処
ヘ 

徃

来
ス
ル 

ハ
シ 

怪
マ
レ
ム
ナ 

ユ
ワ
レ
カ 

ア
ル
也 

ナ
セ
ニ

ナ
レ
ハ 

酒
ヲ 

21 

飲
テ
コ
ソ 

流
年
ノ 

愁
ヲ
モ 
忘
レ
ン
ス
レ
也 

年
花
ノ 

可
惜
処
ハ 

花
開
ケ
テ 

ヤ
カ
テ 

落
ル
也 

流
年
可
惜
事 

此

春
風
ハ 

ウ
レ
シ
ウ
モ 

ア
リ 

又
可
恨
時
モ
ア
ル
也 

 

 

二
九
〇 

１ 

開[

レ]

花 

ウ
レ
シ
ウ
也 

又
吹
落
セ
ハ 

ウ
ラ
メ
シ
キ 

此
愁
ヲ
ハ 

酒
ヲ 

飲
テ 

忘
イ
テ
ハ
也 

２ 

子
安
和
云 

春
風
暁
過
故
俟
家 

邀
入
南
園
看
麗
蕐 

満
眼

深
紅
間
浅
緑 

流
鴬
徧
住
海
棠
花
【
「
子
安
和
」
は
今
回
使
用
し
た

電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
同
】
【
俟
（
侯
）
】 

３ 

玉
屑 

第
六 

漁
隠
後
集
十
五 

宮
詞
云 

監
宮
引
出
云
々 

断
句
極
佳 

意
在
言
外 

而
幽
怨
之
情
自
見 

不
待
明
言
之
也 

詩
貴
乎
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
杜
牧
「
宮
詞
」
詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が

置
か
れ
て
い
る
】
【
「
米*

凵
」
（
幽
）
】 

４ 

如
此 

若
一
覧
而
意
尽 

亦
何
足
道
哉 

５ 

詩
格 

杜
牧 

宮
怨
詩 

学
掃
蛾
眉
独
出
群 

當
時
人
道
便

承
恩 

一
生
不
識
君
王
面 

花
落
黄
昏
空
揜
門
【
揜
（
掩
）
】 

 

６ 

樵
本
曰 

監
宮
云
々 

全
萹
言 

阿
監
引
衆
女 

暫
開
宮
門 

随
列
相
朝 

不
是
天
子
恩
私
也 

退
朝
之
後 

深
宮
金
鎖
合
了 

而
復
不
得 

 

７ 

朝 

送
日
月
也 

長
門
賦
曰 

黄
昬
而
望
絶
兮 

悵
獨
託
於

空
堂 

盖
用
之
也 

８ 

監
宮―

―

桃
云 

監
宮
ハ 

三
千
人
宮
女 

奉
公
也 

三
千

人
ノ
宮
女 

毎
夜 

ツ
レ
テ 

マ
イ
ル 

其
中
ヲ 

見
テ 

留
メ

ラ
ル
ヽ
ソ 

皇
后
一
人
ハ
【
「
奉
公
」
右
傍
に
書
入
れ
指
示
あ
り
、

「
宮
女
等
ノ
長
」
。
「
監
宮
」
を
指
す
意
か
】 

９ 

イ
ツ
モ
ノ 

ツ
メ
衆
也 

サ
ル
ホ
ト
ニ 

皇
后
ヲ
ハ 

専
夜

寵
ト 

云
ソ 

ト
メ
ラ
ル
ヽ
一
人
ハ 

其
夜
ヲ 

専
ニ
シ
テ 

イ

ウ
ス 

餘
ノ
衆
ハ 

ヤ
カ
テ 

帰
ル
也 

宮
中
【
「
冖+

竜
」（
寵
）
】 

10 

故
事
ニ 

嬪
妃
之
御

 
―

 

ス
ル[

二]

進
幸

 
 

ニ[

一]
 

次
日
詣
閣
謝

恩 

主
者
書
其
月
日
於
策 

有
深
意
ト 

云
タ
ハ 

カ
ウ
書
シ 

ヲ
カ
ハ 

恥
ル 

心
モ 

ア
リ 

サ
ノ 

11 
ミ 

淫
乱
ナ
ラ
セ
シ 

用
也 

ア
ル
ニ 

宋
度
宗
ハ 

好
内

一
日
謝
恩
者 

有
三
十
餘
人 

隆
国
夫
人
聞
之
大
驚
ソ 

中
貴
某

人 

流
涕
苦 
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12 

諫 

上
怒 

鞭
之 

即
日
掛
冠
而
去 

其
人
ノ
名
ヲ 

史
ニ 

失
タ
カ 

惜
ソ 

サ
ル
ホ
ト
ニ 

度
宗
ハ 

亨
年
不
■
永
ソ 

詩

意
ハ 

監
宮
ノ
人
カ 

三
千
人
ヲ 

引
導
【
「
亨
年
」
は
「
享
年
」

か
】 

13 

シ
テ 
開
宮
門 

毎
夜
出
仕
也 

如
此
ス
ル
ハ 

人
ナ
ミ
／

＼
ニ 

数
ニ 
入
テ 

随
例
而
朝
ス
ル
マ
テ
ソ 

留
メ
ラ
ル
ヽ
コ

ト 

ナ
ケ
レ
ハ 
別
シ
テ 

御
恩
ヲ 

承
ル
テ
ハ 

14 

□
□
□
須ス

ヘ
シ 

 

ラ
ク[

レ]
朝
ト
モ 

ヨ
メ
ト
モ 

須マ
ツ[

レ]

朝

 
 

ヲ

ト 

読
タ
モ 

ヨ
イ
ソ 

或
須
作
雖
ト
モ 

須
ハ 

猶
面
白 

或

説 

監
宮
ハ 

老
女
也 

老
女
ナ
ル
カ 

故
ニ 

朝 

 

二
九
一 

１ 

ス
レ
ト
テ
ハ 

承
恩
ト 

云
ソ 

可
ソ 
王
建
宮
詞
ニ
モ 

監
宮
開
鎖
放
人
帰
ト 

作
タ
ソ 

阿
監
两
辺
相
對
立
ト
モ 

云
イ 

两
行
宮
【
「
力*

辶
」
（
辺
）
】 

２ 

監
在
簾
前
ト
モ 

作
タ
ソ 

日
本
テ
ハ 

内
裏
ニ
ハ 
長
橋

ノ 

御
局
ト
云 

御
所
ニ
ハ 

春
日

カ
ス
カ
ノ

御
局
ト 

云
ヤ
ウ
ナ
ソ 

３ 
 

村
云 

監
宮
ハ 

監
寺
類
也 

須
朝 

唐
詩
正
音
并
漁
隠 

須
作
雖 

 

絶
海
云 

律
ノ
詩
平
本
ト
云
也 

４ 

須
朝―

―
 

刘
公
幹 

贈
従
弟
詩 

何
時
當
来
儀 

將
須
聖

明
君 

注 

須 

待
也 

５ 

銀
鑰―

―

桃
云 

内
裏
鎖
鑰
ナ
レ
ハ 

金
銀
ニ
テ 

セ
ウ
ソ 

却
字
面
白
也 

随
例
朝
ス
レ
ト
モ 

ヤ
カ
テ 

還
レ
ハ 

銀
ノ
鑰

ハ 

収
テ 

取
テ 

ヲ
カ
レ
テ 

６ 

金
鎖
ハ 

ガ
ラ
リ
ト 

宮
門
ニ
サ
シ
テ 

後
ハ 

恩
断
テ 

子
マ
ル
ソ 

鎖
ノ 

ヲ
リ
ザ
ル 

マ
テ
ハ 

召
サ
レ
ヤ 

セ
ン
ト 

思
ヘ
ト
モ 

金
鎖
合
シ
テ 

後
ノ 

７ 

心 

ウ
サ
ハ
ソ 

月
明
花
落
テ 

又
ハ 

黄
昬
ニ
ナ
リ 

又

ハ 

黄
昬
ニ
ナ
リ
ス
ル
ソ 

一
夜
ヲ 

カ
ク
テ 

ク
ラ
シ 

カ
ウ

テ 

一
月
ヲ 

ク
ラ
シ 

カ
ウ
テ 

一
年
ヲ 

８ 

暮
ス
ソ 

花
ト 

云
ハ 

一
年
ヲ 

云
ソ 

月
ト 

云
ハ 

一
月
ヲ 

云
ソ 

黄
昬
ト 

云
ハ 

一
夜
ヲ 

云
也 

桃
ノ
抄
ノ 

義
也 

９ 

長
門
賦
云 

日
黄
昬

 
 

ニ
シ
テ

而
望

 
 

ミ

絶

 
 

ヌ

兮 

悵

 
 

ト
シ
テ

独
托ツ

ク
ケ
リ

[

二]

於
空
堂

 
 

ニ[

一]
 

注 

向
曰 

黄
■
不
来
望
君
之
心
絶
矣
【
■

虫
食
い
、
「
昬
」
か
。
『
六
臣
註
文
選
』
（
文
淵
閣
）
・
卷
十
六
・

哀
傷
・
長
門
賦
〔
并
序
〕
に
「…

…

向
曰 

黃
昏
不
來
望
君
之
心
絶

矣
」
と
あ
る
】 

10 

續
翆
云 

須
字
作
雖
字 

可
也 

引
出
ハ 

列
ヲ 

ナ
シ
テ 

引
也 
奉
公
／
＼
カ 

ア
ツ
テ 

掌[

二]

出
入

 
 

ヲ[

一]

也 

出
モ 

入
モ 

御
意
ニ
テ 

被
仰
下
コ
ト
ニ
テ
モ 
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11 

ナ
イ 

只 

随
例
人
ト 

同
ス
ル
マ
テ
ソ 

月
明―

―

長
門

賦
ノ 

意
也 

渕
云 

月
明―

―

禁
門
已
閉
後 

月
ノ
明
モ 

却

堪
悲
也 

無
花
柰
【
渕
（
淵
）
】 

 

12 
今
夜 

昨
年
モ 

今
年
モ 

昨
日
モ 

今
日
モ 

又 

送
黄

昬
也 

一
二
三
句
ニ 

思
ホ
ト 

述
懐
ヲ 

作
テ 

第
四
句
ニ
テ 

悠
々
ト 

云
タ 
不
尽
恨
ヲ 

13 

句
中
ニ 

カ
ク
ス
也 

妙
之
極
也 

暫
字
言 

其
時
ハ
カ
リ 

暫
時
開
門
也 

14 

張
楷
和
云 

幾
重
金
鎖
閉
重
門 

只
見
凄
凉
不
見
恩 

消
息

不
聞
春
漸
遠 

海
棠
無
語
對
黄
昬
【
「
消
息
」
以
降
は
見
せ
消
、
右

傍
に
「
聴
徹
珮
環
天
外
路 

依
然
灯
影
月
黄
昬
」
】
【
「
張
楷
和
」

は
今
回
使
用
し
た
電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下

同
】 

15 

厳
子
安
題
曰 

閨
情
和
云 

呢
喃
燕
子
掩
重
門 

涙
満
羅
襦

憶
旧
恩 

消
息
不
聞
春
漸
遠 

海
棠
無
語
對
黄
昬
魯
所
考
者
／
宮
詞 

 

二
九
二 

１ 

漢
江 

注 

禹
貢―

―

補
云 

禹
貢
無
之 

幻
謂 

禹
貢 

浮

 
 

テ[

二]

于
潜

 
 

ニ[

一]
 

逾コ
ヱ
？[

二]

于
沔メ

ン
ヲ[

一]
 

孔
注 

漢

 
 

ノ_

上ホ
ト
リ 

ヲ

曰[

レ]

沔

 
 

ト 

云
々 

此
注 

即
禹
貢
所
謂
沔
水
也 

２ 

之
義
也 

或
云 

漢
江
ハ 

秦
楚
通
路
也 

故
有
南
北
句
也 

 

３ 

樵
本
曰 

漢
江 

龐
悳
公
居
峴
山
之
南 

平
生
不
入
城
府 

刘
表
問
曰 

先
生
不
肯
受
官
禄 

何
以
遺
子
孫 

曰
世
人
遺
之
以

危 

我
遺
之
安 

云
々
【
「
龐
徳
公…

…

我
遺
之
安
」
は
『
排
韻
增

廣
事
類
氏
族
大
全
』
（
四
庫
全
書
）·

卷
二·

上
平
聲·

四
江·

龐
・
鹿

門
採
藥
に
見
え
る
。
「
我
遺
之
安
」
は
「
我
遺
之
以
安
」
と
あ
る
】

【
悳
（
德
）
】 

 

４ 

又
按 

南
史 

刘
道
産
為
襄
陽
太
守 

善
于
臨
聀 

蛮
夷
服

順 

百
姓
樂
業 

由
此
有
襄
陽
愁 

提
戈
入
市
褁
氊
裘 

南
渡
沔 

襄
【
聀
（
職
）
】
【
褁
（
裹
）
】
【
氊
（
毡
）
】
【
「
陽
」
「
愁
」

間
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
書
入
れ
指
示
あ
り
、
「
楽
歌
云 

坡
詩
云 

使
君
未
来
襄
陽
愁 

提
戈
入
」
と
あ
る
。「
由
此
有
襄
陽
楽
歌
云 

坡

詩
云 

使
君
未
来
襄
陽
愁 

提
戈
入
市
裹
毡
裘
」
に
す
べ
き
】【
「
南

渡
沔
」
句
、
字
足
ら
ず
。
『
集
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
（
四
部
叢
刊
）

卷
之
二
・
懐
古
・
詩
二
首
「
襄
陽
樂
」
に
「
自
從
氊
裘
南
渡
沔
」
と

あ
る
】 

５ 

陽
無
亊
多
春
遊 

襄
陽
春
遊
楽

 
 

シ
ム[

二]

何

 
 

ノ

許ト
コ
ロ
ニ
カ[

一]
 

峴
山
之
陽
漢
江
浦 

使
君
朱
旆
来
翻
々 

人
道
使
君
似
羊
杜 

道

辺
逢
人
問
洛
陽 

中
【
「
米+

田*

羽
」
（
翻
）
】 

６ 

原
苦
戦
春
田
荒 

北
人
聞
道
襄
陽
楽 

目
送
徴
鴻
應
断
膓 

７ 
樵
本
曰 

誠
斎
云 

溶
々 

作
清
江
緑
浄
水
也 

連
續
為
妙

也 

又
案 

韓
詩 

敦
臨[

二]

眇
空
濶[

一]
 

緑
浄
不[

レ]

可

[

レ]

唾 

又 
坡
詩 

秋
風
巻_

黄
落 

朝 
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８ 

雨
洗[

レ]

緑-

浄

 
 

ヲ 

樵
本
曰 

溶
々
云
々
二
句 

言
漢
江
益

清
中
有
白
鴎 

然
水
色
之
緑 

可
以
染
衣 

盖
礀
水
湛
如
藍
之
意

也 ９ 

樵
本
曰 

南
去
云
々
二
句 

言
襄
陽
出[

二]

耆
旧[

一]

之
地 

而
平
生
不
入[

二]
城
府[

一]

者 

益_

多 

刘
表
問
龐ハ

ウ

德
公
曰 

先
生
不[

三]

肯
受[

二]

官
禄[
一]

 

何

 
 

ヲ_

以

 
 

テ
カ【

「
老+

目
」（
𦒿𦒿
）
。

「
𦒿𦒿
」
は
「
耆
」
の
異
体
字
」
】 

 

10 

遺ノ
コ
サ
ン[

二]

子
孫

 
 

ニ[

一]
 

曰

 
 

ク

世
人
遺

 
 

ス
ニ[

レ]

之

 
 

ニ

以[

レ]

危

 
 

ヲ 

我
遺[

レ]

之
以[

レ]

安 

云
々 

今
則
趨[

二]

名
利[

一]

依[

レ]

旧
者 

唯
夕
陽
送
釣
舩
而
已
【
舩
（
船
）
】 

11 

溶
々
－
－
續
翆
云 

述
懐
至
極
ノ
詩
也 

此
水
色
ニ
テ 

衣

ヲ 

染
メ
ハ 

マ
サ
シ
ク 

染
ラ
ン 

白
鴎
ハ 

イ
ツ
モ 
閑
ニ 

コ
ヽ
ニ 

イ
ル 

我
ハ 

𢆻𢆻
度
過
【
𢆻𢆻
（
幾
）
】 

 

12 

此
江
也 

人
ハ 

杜
牧
自
云
也 

人
間
叓
ハ 

無
益
也 

何

日
夕
陽
可
送
我
帰
也 

 

13 

或
云 

溶
々 

風
不
来
而
水
ノ
ト
／
＼
ト 

流
皃 

四
字
ハ 

水
動
静
也 

村
云 

漢
水
謂
之
鴨
頭
緑 

又
謂
之
蒲
萄
緑 

其
清

【
皃
（
貌
）
】 

14 

者
可
知
也 

溶
々 

静
皃 

漾
々 

動
皃 

水
色
緑
処 

白

鴎
飛
也 

此
面
白
処
ニ 

イ
ハ
ヤ 

吾
ハ 

不
帰
釣
ホ
ト
ニ 

羨

釣
舩
也 

コ
ヽ
ヲ 

過 

15 

者
□
□
老
ト
モ 

釣
舩
ハ 

今
日
モ 

明
日
モ 

同
モ
ノ
ニ

テ 

送
夕
陽
也 

ナ
カ
メ
ヨ
ト 

ヲ
モ
ワ
デ
シ
モ
ヤ 

帰
ル
ラ
ン 

月
待
浦
ノ 

ア
マ
ノ 

釣
舩 

 

二
九
三 

１ 

村
又
云 

 

緑
浄
ハ 

緑
浄
ク
ト
ハ 

不
可
讀
也 

緑-

浄
ト 

可[

二]

連
讀[

一]

也 

緑
浄
ト 

云
ヘ
ハ 

即
水
也 

 

２ 

桃
云 

緑
浄―

―

慈
氏
云 

緑
浄 

藍
名
也 

緑-

浄
ト 

連

讀
ス
ル 

可
也 

南
去―

―

昔
此
地 

雖
多
耆
旧 

今
無
其
人 

恣
ニ 

占 

３ 

得
者 

白
鴎
ハ
カ
リ
也 

南
去―

―

江
辺
ニ 

立
テ 

見
レ

ハ 

上
下
ノ 

人 

朝
忽
々 

暮
擾
々 

為[

レ]

名
為[

レ]

利
ニ

テ 

ア
ル
イ
テ 

年
老
マ
テ 

４ 

也 

我
氣
ニ 

合
タ
ハ 

釣
舩
ノ 

皈
ヲ 

夕
陽
ノ 

送
ル

カ 

面
白
也 

此
ハ 

浅
々
ト 

見
テ 

面
白
也 

人
自
老
ハ 

杜
牧
ト 

見
ハ 

悪
也 

昔
襄
陽
ニ 

龐 
５ 
徳
公
等 

カ
ク
レ
テ 

耆
旧
多
投
老
也 

今

 
 

ノ

人
一-

生
南
去

北
来
耳 
一
人
モ 

コ
ヽ
テ 

ハ
ツ
ル
者 

ナ
シ
ト
テ 

夕
陽
ニ 

立_

尽 

送
釣
舩
也 

夕
陽
時
分
ニ
【
「
サ+

寺
」
（
等
）
】 
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６ 

我
カ 

目_

送[

二]

釣
舩[

一]

也 

此
義
不
可
也 

只
夕
陽
カ 

送
釣
舩
ト 

云
タ
モ 

ヨ
イ
ソ 

東
坡
詩
二
十
五
巻 

漁
父
詞 

漁
父
咲

 
 

フ 

輕
欧
挙

 
 

ル 
 

７ 

漠
々

 
 

タ
ル

一-
江

 
 

ノ

風-

雨 

江
辺
騎[

レ]

馬

 
 

ニ

是
官
人 

借[

二]

我

 
 

カ

孤
舟

 
 

ヲ[

一]

南_
渡

 
 

タ
ル 

山
谷
詩 

襄
陽
耆
旧
今
何
在 

駟
馬

高
盖
徒
紛
紛 

皆
類
此
詩
之
意
也
【
「
馬*

竒
」
（
騎
）
】 

８ 

東
坡
詩
一 

秋
風
卷
黃
落 

 
朝
雨
洗
綠
浄 
 

次
公
曰 

退
之

詩 

瞰-

臨

 
 

レ
ハ

渺

 
 

ト
シ
テ

空
闊

 
 

ナ
リ 

綠
浄

 
 

ニ
シ
テ

不[

レ]

可[

レ]

唾 
 

韓

文
第
二 

題
合
江
亭 

 

９ 

瞰 

苦
濫
切 

 
 

東
坡
廿
五 

漁
父
詩
引
于
茲
【
廿
（
二

十
）
】 

10 

清
容
居
士
渡
揚
子
江
云 

一
舸
中
冷
烟
雨
飄 

片
帆
閃
々
浪

招
々 

倚
闌
僧
在
半
空
語 

南
去
北
来
今
幾
朝
【
「
渡
揚
子
江
」
詩

は
『
清
容
居
士
集
』
（
四
庫
全
書
）·

卷
十
三·

絶
句
〔
七
言
〕
に
見

え
る
。
「
今
幾
朝
」
は
「
今
幾
潮
」
と
あ
る
】 

 

11 

張
楷
和
云 

江
流
東
去
鴈
南
飛 

柳
色
波
光
映
客
衣 

碧
漢

謾
涵
秋
水
濶 

寒
鴉
還
背
夕
陽
帰 

12 

子
安
和
云 

風
生
潮
落
過
帆
飛 

两
岸
楊
■
点
客
衣 

人
在

江
楼
愁
極
目 

一
声
長
笛
鴈
西
帰
【
■
「
柳
」
某
字
見
せ
消
、
右
傍

に
「
花
」
。
「
两
岸
楊
花
」
に
す
べ
き
】
【
聲
（
声
）
】 

 

二
九
四 

１ 

寄
維
楊
故
人 

箋
注 

楊
作
揚 

維
楊 

尚
書 

禹
貢 

淮

海

 
 

マ
テ
ハ 

惟
揚
州 

注 

北
拠
淮 

南
距イ

タ
ル

海
也 

史
記 

惟
作

維 

五
八
祖
永
詩 

２ 

𦂯𦂯
入
維
楊
郡 

郷
関
北
路
遥 

 

季
昌
注 

以
淮
水
維
繞
曰 

維
揚 

勝
覧 

楊
州
郡
名 

惟
揚 

又
引
杜
荀
鶴
詩 

維
楊
景 

３ 

物
勝
西
川 

云
々 

然
則 

或
作
惟 

或
作
維 

 

此
題 

村
義 

見
于
次 

三
紙 

４ 

寄
維
揚
故
人 

村
云 

此
詩
ハ 

楊
州
ノ 

見
様
ニ 

依
テ 

難[

レ]

心
得
也 

此
故
人
ハ 

揚
州
人
也 

揚
州
ノ 

住
人
欤 

又
揚
州
ニ
テ 

旧
日
參
會 

５ 

ス
ル
欤 

其
人
今
赴
他
処
ト
テ 

河
辺
ニ
テ 

離
別
ス
ル
也 

餘
説 

非
也 

離
別―

―

村
云 

宋
玉
九
辨 

登
山
臨
水
兮 

送

將
帰
之
意
也 

 

６ 

綰
柳
祝
早
可
帰
也 

一
別
後
玉
人
隔[

二]

千
山
万
水[

一]
 

則
恋
シ
カ
ラ
ン
ソ 

サ
テ
モ 

先
是
尋
君
遊
シ
処
ハ 

十
五
橋
ノ

辺
也 

是
モ 

難
心 

７ 
得
詩
也 

村
又
云 

城
鎖―

―

定
家
卿 

春
曙
歌
云 

霞
カ

ワ 

花
鴬
ニ 

ト
チ
ラ
レ
テ 

春
ニ
コ
モ
レ
ル 

ヤ
ド
ノ
ア
ケ
ホ

ノ 

此
詩 
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８ 

落
句
ハ 

ナ
ニ
ト
モ 

云
ワ
レ
ヌ
処
ソ 

此
歌
ニ
テ 

キ
コ

ユ
ル
ソ 

同
意
也 

９ 
離
別―

―

注 

古
樂
府
云
々 

桃
云 

綰[

レ]

柳
為
環
ハ 

古
樂
府
何
當
大
刀
頭
之
意
也 

環
与
還 

音
近 

速
可
還
之
義
也

早
ク 

還
レ
ト
云
／
祝
言
也
【
「
環
」
右
傍
に
「
環
ニ 

似
セ
テ 

ス

ル
事
ソ 

環
字
ハ 

還
ノ
字
ニ 

心
ヲ 

モ
タ
ス
ル
ソ
」
と
あ
る
】

【
「
不*

辶
」
（
還
）
】 

10 

温
庭
筠
折
栁
枝
詞
云 

御
陌
青
門
拂
地
垂 

千
條
金
縷
萬
條

絲 

如
今
綰
作
同
心
結 
將
贈
行
人
知
不
知 

蘇
家
小
女
旧
知
名 

楊
栁
風
【
栁
（
柳
）
】 

11 

前
別
有
情 

剥
條
盤
作
銀
環
様 
巻
葉
吹
成
玉
笛
声 

或
云 

後
萹
作
司
空
図
詩
也 

又 

剥
條
盤
作
剥
枝
綰
也
【
「
士+

巴
」（
声
）
】 

12 

東
坡
長
短
句 

注 

昔
人
贈
別
必
折
柳
者 

以
取
絲
留
繋
之

意 

桃
云 

折
楊
柳 

有
两
説 

一
義 

柳
ハ 
草
木
ノ 

中
ニ

テ 

春
ハ
【
絲
（
糸
）
】
【
「
東
坡
長
短
句
」
は
今
回
使
用
し
た
電

子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
】 

13 

第
一
ニ 

緑
生
者
也 

柳
ノ 

春
ノ 

早
回
ル
ヤ
ウ
ニ 
速

帰
レ
ト 

云
心
ニ
テ 

折
柳
送
之 

又
東
坡
長
短
句
ノ 

注
ノ 

意
ハ 

柳
絲
長
ニ
テ 

离
人
ヲ 

繋
テ 

結
留
也
【
离
（
離
）
】 

14 

養
按 

綰
字 

上
声 

潜
韵 

綰 

鳥
版
切 

繋 

又 

去

声 

諫
韵 

鳥
宦
切 

繋
也 

15 

離
別 

翆
續
云 

昔
別
時 

河
辺
ニ
テ 

綰[

レ]

柳 

早
可

[

レ]

皈
ト 

云
タ
レ
ハ 

其
後 

隔
千
山
萬
水 

音
信
モ 

ナ
イ

ソ 

比
興 

人
ナ
リ
ト
モ 

ア
ル
【
「
翆
續
」
は
「
續
翆
」
に
す
べ

き
】 

16 

ハ
シ 

况
玉
人
乎 

三
四
句
ハ 

ア
マ
リ
ニ 

思
ホ
ト
ニ 

橋
辺
ニ
テ 

相
逢
テ 

遊
シ 

叓
ヲ 

思
出
ス
也 

17 

渊
云 

玉
人
ハ 

顔
色
ノ 

ウ
ツ
ク
シ
イ
人
欤 

又 

美

[

二]

有
徳
之
人[

一]
 

曰[

二]

玉
人[

一]

也 

毛
詩 

人
如
玉
之

謂
也 

18 

玉
人 

毛
詩 

有
女
如
玉 

注 

徳
如
玉
者 

取
其
堅
而
潔

也
白 

城
鎖―

―

渊
云 

言
昔
在
楊
州
尋
玉
人
之
夜 

如
此
也

【
「
潔
」
「
也
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
白
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。

「
潔
白
也
」
に
す
べ
き
】 

19 

月
明―

―

桃
云 

昔
尋
君
時
ハ 

夜
飲
酒 

十
五
橋
辺 

遊

タ
シ
モ
ノ
ヲ 

黄
巣
カ
乱
ヨ
リ 

後
ハ 

楊
州
城
中
ハ 

破
ハ

テ
ヽ 

今
ハ 

只
東
風
ニ 

20 

城
ヲ 

鎖
ス
マ
テ
ソ 

昔
遊
ノ 

様
ナ 

コ
ト
ワ 

ナ
イ
ソ 

幻
謂 

落
句 

桃
義 

不
可
也 

續
翆
九
渊
義 

可
也 

又
村
菴

義 

同
之 

村
云 

月 

 

二
九
五 

１ 

夜
旧
遊
未
能
忘
焉 

時
則
東
風 

処
則
十
五
橋 

又
村
一
義 

２ 

杜
牧 

寄
楊
州
韓

綽
シ
ヤ
ク

判
官
詩 

二
十
四
橋
明
月
夜 

玉
人

何
処
学
吹
簫 
欧
陽 

自
楊
迁
穎
詩 

都
將
二
十
四
橋
月 

換
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【
「
学
」
右
傍
書
入
れ
「
正
音
作
教
」
と
あ
る
】 

３ 

得
西
湖
十
頃
秋 

山
谷 

寄
王
定
國
詩 

淮
南
二
十
四
橋
月 

馬
上
時
々
夢
見
之 

盖
楊
州
橋
上
冝
賞
月
也 

故
和
月
以
【
「
亠+

罒+

冖+
夕
」
（
夢
）
】 

４ 

記
曰
遊
也 

補
云 

第
二
句 

有
玉
人
字 

第
四
句 

有
十

五
橋
字 

盖
本
於
杜
牧
寄
韓
判
官
詩
也 

又
城
鎖

 
 

ス[

二]

東
風

 
 

ヲ

[

一]

点
也
之
【
「
風
」
「
点
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
之
」
右
傍
に

転
倒
符
あ
る
。
「
城
鎖
東
風
之
点
也
」
に
す
べ
き
】 

５ 

勝
覧
四
十
四 

揚
州
部 
陏
致
並
以
城
門
坊
市
為
名 

後
韓

令
坤
省 

築
州
城 

分
布
阡
陌 
別
立
橋
梁 

所
謂
二
十
四
橋
者 

或 ６ 

存
或
廢 

不
可
得
而
考 

 

幻
謂 
増
注
二
十
五
橋 

古
本

亦
作
五 

不
審 

勝
覧
等
皆
作
二
十
四
橋
【
「
勝
覧
」
右
傍
に
書
入

れ
「
四
十
四
巻
」
と
あ
る
】 
 

７ 

故
人

 
 

ハ 

幻
謂 

楊
州
人
也 

喬
曽
赴
揚
尋
之 

故
人
頃
在

他
処
而
會
焉 

故
人
又
皈
揚
州 

故
云 

離
別
河
辺 

云
々 
又

謂 

曽
會
【
曽
（
嘗
）
】 

８ 

楊
州
之
後 

喬
赴
他 

故
云
离
別 

 

季
潭
和
張
来
儀
見
寄

詩 

高
城
不
閉
東
風
住 

送
尽
松
声
到
榻
前
【
季
潭
「
和
張
来
儀
見

寄
」
詩
は
今
回
使
用
し
た
電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
】 

９ 

雪
樵
本
曰 

离
別
云
々 

全
萹
言 

喬 

池
州
人 

暫
於
楊

州
別[

二]

故
人[

一]
 

々
々 

綰[

二]

柳
條[

一]
 

以
贈[

レ]

我 

自
尓
以
降 

各
隔
千
山
万
水 

 

10 

今
見[

二]

月
明[

一]
 

記[

二]

曽
相
尋
之
地[

一]
 

則
楊
州

十
五
橋
也 

 

11 

樵
本
曰 

續
三
体
詩 

熊
伯
穎 

楊
州
絶
句
云 

画
橋
緑
水

蕩
晴
霞 

簾
幕
笙
歌
十
万
家 

記
得
玉
人
携
酒
【
「
莫+

巾
」（
幕
）
】

【
「
推+

乃
」
（
携
）
】 

12 

共 

仙
壇
和
月
看
瓊
花 

盖
似
摹
此
詩
也
【
熊
伯
穎
「
楊
州
絶

句
」
詩
は
今
回
使
用
し
た
電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
】 

13 

樵
本
曰 

綰
与
環
同 

環
盖
還
之
義
也 

司
空
図
樂
府
云 

剥
枝
綰
作
銀
環
様 

巻
葉
吹
為
玉
笛
声 

又
劉
禹
錫
詩 

 

14 

而
今
云
々
知
不
知 

盖
今
所
用
之
綰
字 

可
并
案
也 

玉
人

字 

本
于
杜
牧 

二
十
四
橋
明
月
夜 

玉
人
何
処
斈
吹
簫
之
句 

又
欧
詩
【
斈
（
学
）
】 

15 

捴
將― 見

于
前

―
 

 

又
東
坡
二
十
四
橋
亦
何
在 

換
此
十
頃
玻

璃
風 

又
山
谷 

淮
南
云
々 

見
于
前 

盖
和
月
明
記
曽
遊
之

【
「
王*

利+

木
」
（
璃
）
】 

16 

語 

以
彼
数
萹
詩
推
之 

則
益
有
味
者
也 

17 

和
云 

分
携
佳
意
久
蕭
條 

目
送
行
雲
鴈
影
遥 

昨
夜
梧
桐

和
月
睡 

分
明
一
夢
到
藍
橋
【
「
ヒ+

夕
」
（
夢
）
】 
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二
九
六 

１ 

雪
樵
本
曰 

案
愚 

唐
詩
六
十
四 

逢
作
送 

徴
作
招 

潮

作
湖 

由
是
視
之 

詩
意
易
會
也
【
「
案
」
「
愚
」
間
に
挿
入
符
あ

り
、
「
愚
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
愚
案
」
に
す
べ
き
】 

２ 

逢
友
人
之
上
都 

 

養
按 

古
本
題
註 

与
新
本
注
同 

旡

此
注 

 

古
註 
玄
宗
改
長
安
為
京
兆 

粛
宗
改
曰 

上
都
【
旡

（
無
）
】 

 

３ 

或
云 

玄
宗
幸
蜀 
故
謂
成
都 

為
上
都 

觀
中
取
之 

続

翆
九
渊
等
諸
老
不
取
之 
補
云 

友
人
不
書
名
字
者 

４ 

非
其
人
乎 

５ 

玉
帛―

―

続
翆
云 

此
詩
難
會
不
讀 

則
好 

法
振
在[

二]

武
陵[

一]
 

逢[

二]

客
之[

二]

上
都 
々
々 

乃
京
也 

楚
客
モ 

皈
モ 

春
帆
モ 

女
【
「
之
」
に
二
点
が
誤
で
、
一
点
に
す
べ
き
】 

６ 

人
也 

武
陵
ヨ
リ 

帰
ノ
点
也 

所[

二]
相
送[

一]

之
友 

コ
ナ
タ
ノ 

武
陵
ノ 

桃
花
ヲ 

回
■
可[

二]

相
望[
一]

也 

頭

【
■
「
首
」
見
せ
消
、
文
末
に
「
頭
」
。
「
回
頭
」
に
す
べ
き
】 

 
 

７ 

渊
云 

觀
中
説 

法
振 

武
陵
人
也 

武
陵
与
上
都
之
間 

若
無
江
海 

則
春
帆
語
不
審 

慈
氏
曰 

武
陵
与
亰
之
間 

有
楊

子
江 

８ 

也 

楚
客
ハ 

屈
原
ナ
ト
カ 

キ
ヽ
耳
ソ 

猿
啼
処
ニ
テ 

相
別
テ 

法
振
カ 

モ
ト
カ
ラ 

イ
タ 

武
陵
エ 

皈
也 

武
陵

ニ 

皈
ノ
点
也 

潮
頭―

―

桃
花
ヲ 

９ 

武
陵
ニ 

カ
ケ
テ
ハ 

見
マ
イ 

及
第
ノ
叓
ニ 

可[

レ]

見

ソ 

禹
門
桃
花
浪
及
第
故
事
也 

京
ヘ 

ノ
ホ
ル
人 

ナ
レ
ハ 

目
出
度
及
第
セ
ヨ
ト 

祝
ス
ル
也 

和 

10 

桃
花
浪
帆
□
如
飛
ニ 

イ
フ
キ 

マ
メ
ニ
テ 

ノ
ホ
ル
ヘ
キ

ソ 

是
ハ 

慈
氏
ノ 

義
也 

又
村
一
義 

空
蕐
所
言
見
于
次 

 

11 

村
云 

此
題
誤
欤 

不
審 

武
陵
ニ
ヨ
リ
ノ
点
也 

友
人
赴

上
都
之
路
ニ 

有
武
陵
欤 

友
人
猿
啼
時
ニ 

武
陵
ニ 

帰
ヲ 

送
也 

畢
竟
ハ 

上
都 

12 

武
陵
ノ 

ワ
ケ
ヲ 

シ
ラ
ヌ
ソ 

 

黙
云 

送
客
時 

猿
亦

啼
矣 

即
云 

猿
亦
相
送 

甚
妙
也 

13 

桃
云 

□
云 

々
々 

玉
帛
云
乎
哉
ト 

云
テ 

人
ヲ 

礼

ス
ル
ニ
ハ 

玉
也 

帛
ヲ 

イ
タ
ス
也 

貴[

二]

其
人[

一]

也 

今
粛
宗
即
位 

大
赦
天
下
ニ
テ 

諸
国
ノ 

流
人
ヲ 

14 

□
□
間 

田
舎
ニ 

居
者
ハ 

稀
也 

昭
代
ニ
テ 

如
此
ナ

レ
ト
モ 

我
ハ 

不[

レ]

帰
シ
テ 

イ
タ
ソ 

我
ヲ
ハ 

送
者
モ 

ナ
シ 

只 

猿
啼
カ 

我
カ 

武
陵
ヘ 

帰
ヲ 

送
マ
テ
也 

云
々 

 

二
九
七 

１ 

潮
頭―

―

友
人
ハ 

召
入
京
ヲ 

相
送
テ 

我
独
帰[

二]

于

武
陵[

一]

ホ
ト
ニ 

心
ハ 

武
陵
ノ
ミ
ニ
テ 

望
入
桃
花
也 

友

人
ハ 
赴
上
都
ホ
ト
ニ 

春
帆
ナ
レ
ハ 

故 

２ 

如
飛
ニ
シ
テ 

行
也 

常
ナ
ラ
ハ 

帶
雨
テ
ハ 

雖
可
遲 

今
ハ 

上
都
ニ 

行
ト 

云
イ 

時
莭
ハ 

三
月
ノ
比
ナ
レ
ハ 
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帶
雨
ニ
テ 

如
■
ニ 

ハ
ヤ
イ
ソ
【
■
「
風
」
某
字
見
せ
消
、
右
傍

に
「
飛
」
。
「
如
飛
」
に
す
べ
き
】 

３ 
幻
按 

履
歴 

法
振
与
姚
合
同
時
人 

盖
姚
合
元
和
十
一
年

進
士
也 
然
則 

桃
抄 

為
粛
宗
即
位 

時
作
非
也
【
「
元
和
十
一

年
進
士
也
」
右
傍
に
書
入
れ
「
憲
宗
時
也
」
と
あ
る
】 

４ 

幻
謂 
梵
天
寺 

法
欽
所
編 

宗
高
僧
詩
集 

載
法
振
者
三

首 

月
夜
氾
舟
詩 
西
塞
長
雲
尽 

南
湖
片
月
斜 

漾
【
「
宗
」
右

傍
に
「
宋
欤
」
。
「
宋
高
僧
」
の
意
】
【
「
氵*

乏
」
（
氾
）
】 

５ 

舟
人
不
見 

悞
入
武
陵
花
全 

由
是
観
之 

法
振
居
武
陵
乎 

６ 

補
云 

玉
帛―

―

梵
國
雖[
レ]

多[

二]

遺
賢[

一]
 

除[

二]

友
人[

一]

之
外 

召_

帰_

者 

稀
也 
此
義
為[

レ]

是 

猿
啼―

―

武
陵
属[

二]

峽
中[

一]

也 

楚
客
凡
言
逐 

７ 

客
也 

猿
啼 

言
猿
亦
啼
而
送
之 
况
人
哉 

此
義
非
也 

一
義
云 

放
翁 

朝
雲
暮
雨
捴
虗
語 

一
夜
猿
啼
明
月
中 

詩
意

ハ 

聴[

レ]

猿
【
虗
（
虚
）
】 

８ 

不[

レ]

堪[

レ]

悲
之
処
ニ
テ 

送[

二]

友
人
之[

一]
 
[

レ]

京

ハ 

悲
ノ
中 

歓
也 

潮
頭―

―

三
四
句
言 

賈
嶋
詩 

而
今
又

渡
桒
乹
水 

却
望
并
州
是
故
郷 

之
意
也 

又
【
桒
（
桑
）
】
【
乹

（
幹
）
】 
 

９ 

コ
ナ
タ
ヲ
モ 

コ
イ
シ
ク 

思
テ 

回
頭
可[

レ]

望[

二]

武

陵
花[

一]

也 

一
片―

―

二
之
句
ノ 

所
悲
ヒ
キ
カ
ヘ
テ 

ト
ヽ

メ
イ
テ 

ノ
ホ
ル
ソ 

サ
レ
ト
モ 

コ
ナ
タ
テ
ハ 

不
忘
ソ 

此

義
可
也 

 

10 

一
義
云 

友
人
赴[

二]

武
陵[

一]

也 

法
振
望[

レ]

之 

則

入[

二]

桃
花[

一]

也 

一
義
送[

二]

友
人

 
 

ヲ[

一]
 

武
陵
マ
テ 

来
テ 

コ
ヽ
カ
ラ 

楚
エ 

帰
也 

法
振
在
楚
也 

此
義
非
也 

11 

幻
謂 

第
二
句 

唐
詩
正
音 

刘
文
房
送
襄
郎
中
貶
吉
州
詩 

猿
啼
客
散
暮
江
頭 

人
自
傷
心
水
自
流
之
意
也 

 

12 

幻
按 

方
輿
勝
覧
三
十 

常
德
府
有
武
陵
桃
源 

又
云 

禹

貢
荊
州
之
域 

又
刘
禹
錫
楚
望
賦 

武
陵
故
郢
之
裔
邑 

又
有
滄

【
「
域
」
「
又
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
左
傍
に
書
入
れ
指
示
あ
り
、

「
春
秋
■
戦
国
時
属
楚 

漢
更
武
陵
郡
」
と
あ
る
】 

 
 

13 

浪
水 

乃
漁
父
濯
纓
之
処 

又
有
招
屈
亭 

由
是
観
之 

武

陵
即
楚
也 

楚
客
即
在[

二]

武
陵[

一]

者
也 

然
則
友
人
自[

二]

武
陵[

一]

帰
之
義 

可
乎 

14 

猿
啼 

或
云 

王
維
唱
陽
関
曲
之
前 

別
有
送
人
之
歌 

其

詩
云 

五ウ

雲イ
ン

天
上
来 

三
星シ

ン

月ケ

下ア

擎キ
ン 

猿エ
ン

啼チ
イ

無フ

滴チ

涙リ
イ 

花ハ
フ
？

落ラ

【
王
維
詩
は
今
回
使
用
し
た
電
子
資
料
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
】 

15 

不
聞フ

ン

声シ
ン 

五
雲―

―

賞[

レ]

客
心
也 

又
言 

以[

二]

五

指[
一]
把
盃
也 

三
星―

―

鉢
ヲ 

ヲ
コ
ナ
ウ
時 

持
應
量
器
ヤ

ウ
ニ 

以[
二]
三
指[

一]

擎[

レ]

盃
也 

猿エ
ン

啼チ
イ―

―
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16 

猿
啼
三
声
涙
霑
裳
ニ
テ 

猿
ツ
ヨ
ク 

ナ
ケ
ハ 

後
ニ
ハ 

涙
尽
無
一
滴 

其
様
ニ 

一
滴
モ
ナ
ク 

酒
ヲ 

無
露
ニ 

飲
メ

ソ 
花
落―

―

盃
ヲ 

17 
傾
ト
モ 

一
滴
モ 

ス
ツ
ル 

声
ナ
イ
ソ 

法
振
詩
ハ 

言

ハ 

唱
此
曲 

相
送
也 

村
云 

此
義
大
非
也 

桃
云 

五
雲

云
々 

詩
未
見
出
処 

 

18 

潮
頭―

―

蘭
云 

九
渊
話
云 

南
遊
之
日 

此
境 

皆
曰 

地
無
潮 

盖
陵
谷
変
之
故
乎 

抑
亦
詩
人
得
句
不
拘
之
乎 

百
巻

【
「
日
」
「
此
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
問
」
。
「
南
遊
之

日 

問
此
境
」
に
す
べ
き
】 

19 

唐
詩
六
十
二 

潮
作
湖 

盖
湖
即
池
水
之
類
也 

20 

渊
云 

玉
帛
云
々 

楚
客 

逐
客
也 

自
屈
而
起
也 

二
句

言
以
玉
帛
徴
逐
客 

故
皆
赴
上
都 

而
野
少
遺
賢 

斯
人
亦
其
一

也 

今
法
振
相
送 

21 

武
陵
而
皈 

子
旹
聞
猿
啼 

益
断
別
傷
也 
猿
啼
客
散
楚
江

頭 

意
相
同
也
【
旹
（
時
）
】 

 

二
九
八 

１ 

□
本 

山
谷
詩 

和
荅
元
明
黔
南
贈
別 

萬
里
相
看
忘
逆
旅 

三
声
清
涙
落
離
觴 

云
々 

可
并
案 

 

２ 

又
曰
潮
頭―

―

二
句
言 

一
別
两
地 

友
人
亦
可
回
望
武
陵

桃
花
也 

然
春
帆
疾
如
飛
也 

語
本
老
杜
野
舘
舘
濃
花
發 

春
帆

細
雨
来
也 

３ 

雪
樵
本
曰 

潮
頭
者
南
遊
人
云 

自
武
陵
至
亰 

則
四
無
海 

盖
路
経
楊
子
江 

抑
言
之
欤 

詩
家
務
作
佳
句 

故
無
其
景 

卒

皆
有
之
也 

不
知
孰
是
焉 

４ 

和
云 

故
人
聚
散
暁
星
稀 

春
満
溪
山
喜
獨
帰 

一
片
離
情

同
去
鴈 

随
君
西
逐
嶺
雲
飛 

  

已
前
共
六
首 

如
心
云 

自
第
二
句 

出
第
三
句 

々
々
々 

一
呼 

則
第
四
句
應
者 

謂
之
一
呼
一
應
格

也 

或
云 

景
物
中 

有
人 

村
云 

持[

二]

玉
帛[

一]
 

雖[

レ]

徴[

二]

諸
方
賢[

一]
 

吾
友
在[

レ]

楚
者 

未[

レ]

見

[

レ]

徴 

今
偶
赴[

レ]

召
巫
峽
辺
猿
啼
処
マ
テ 

相_

送
也 

路
経[

二]
 

武
陵[

一]
 

京
ヘ
ノ
ホ
ラ
ン
ト 

ス
ル
ホ
ト
ニ 

桃
花
洞
ヲ 

見
ヤ
リ
テ 

可
透
也 

此
武

陵
ノ
義
ハ 

空
蕐
ノ
義
也 

是
モ 

穏
ト
モ 

セ
メ
テ
ハ
也 

  <

表
１>

先
に
異
体
の
文
字
を
置
き
、
そ
の
後
の
（ 

）
の
内
に
通
行

体
を
入
れ
る
。 

𢆻𢆻
（
幾
） 

韵
（
韻
） 

鴬
（
鶯
） 

烟
（
煙
） 

徃
（
往
） 

蕐
（
華
） 

蕐
（
華
） 

恠
（
怪
） 

會
（
会
） 

盖
（
蓋
） 

斈
（
学
） 
乹
（
幹
） 

鴈
（
雁
） 

觀
（
観
） 

氣
（
気
） 



－ 85－

(16)『筑波日本語研究』第二十七号 筑波大学 人文社会科学研究科 日本語学研究室 2023 

𦒿𦒿
（
耆
） 

冝
（
宜
） 

虗
（
虚
） 

亰
（
京
） 

况
（
況
） 

峽
（
峡
） 

溪
（
渓
） 

絲
（
糸
） 

俟
（
侯
） 

國
（
国
） 

昬
（
昏
） 

參
（
参
） 

旹
（
時
） 

聀
（
職
） 

曽
（
嘗
） 

將
（
将
） 

翆
（
翠
） 

聲
（
声
） 

莭
（
節
） 

舩
（
船
） 

氊
（
毡
） 
巢
（
巣
） 

枽
（
桑
） 

續
（
続
） 

捴
（
総
） 

帶
（
帯
） 
臺
（
台
） 

遲
（
遅
） 

傳
（
伝
） 

荅
（
答
） 

當
（
当
） 

悳
（
德
） 

獨
（
独
） 

讀
（
読
） 

慱
（
博
） 

發
（
発
） 

廢
（
廃
） 

冨
（
富
） 

并
（
並
） 

萹
（
篇
） 

徧
（
偏
） 

皃
（
貌
） 
滿
（
満
） 

旡
（
無
） 

夣
（
夢
） 

餘
（
余
） 

欤
（
歟
） 

离
（
離
） 

褁
（
裹
） 

刘
（
劉
） 

栁
（
柳
） 

凉
（
涼
） 

两
（
両
） 

楼
（
樓
） 

𦂯𦂯
（
纔
） 

廿
（
二
十
） 

渊
・
渕
（
淵
） 

亊
・
叓
（
事
） 

三
月
ノ
比
（
頃
） 

 
 

<

表
２>

行
末
の
【 

】
中
に
お
い
て
、
【
「
角*
半
」
（
解
）
】
や

【
「
推+

乃
」
（
携
）
】
の
よ
う
に
記
す
異
体
の
文
字
の
、
そ
の
通

行
体
す
な
わ
ち
（ 

）
内
の
文
字
「
解
」
や
「
携
」
を
一
覧
し
た
。 

*

印
の
類
：
解 

還 

騎 

氾 

辺 

幽 

廬 

+

印
の
類
：
愛 

恩 

簡 

携 

受 

声 

寵 

等 

幕 
夢 

 

*

印
と+

印
の
組
み
合
わ
せ
た
類
：
翻 

璃 

雖 

<

表
３>

表
２
の
よ
う
に
工
夫
し
て
も
再
現
で
き
な
か
っ
た
異
体
の

文
字
の
、
そ
の
通
行
体
を
一
覧
し
た
。
た
だ
、
操
作
困
難
な
た
め
、

少
数
ユ
ニ
コ
ー
ド
に
は
文
字
が
な
い
も
の
も
割
愛
し
た
。 

隠 

影 

纓 

穏 

焉 

過 

回 

懐 

隔 

巻 

閑 

看 

換 

還 

勧 

興 

経 

見 

此 

者 

受 

授 

初 

召 

将 

承 

図 

雖 

声 

説 

楚 

遭 

第 

段 

對 

萄 

獨 

聞 

暮 

蒙 

様 

覧 

臨 

流 

留 

旅 

麗 

簾 

路 

 <

付
録>

 

閲
覧
・
検
索
の
便
を
考
え
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
」（
１
）
～
（
９
）

に
収
め
た
唐
詩
の
詩
題
・
作
者
・
詩
の
首
聯
、
そ
し
て
掲
載
号
・

頁
数
を
合
わ
せ
て
示
す
。 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
１
）
」 

筑
波
大
学
人
文
社
会
研
究
科
『
筑
波
日
本
語
研
究
』
第1

7

号 

p
.
(
1
)
-(
3
2
)

、2
0
13

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
一
冊 

一
頁
～
八
〇
頁
（
う
ち
、
一
頁
～
四

六
頁
は
「
三
体
詩
」
原
文
の
み
で
、
翻
刻
し
て
い
な
い
） 

綱
目 

唐
三
體
詩
註
綱
目 

 
 

 

唐
分
十
道
之
圖 

 
 

 

唐
高
祖
開
基
圖 

 
 

唐
地
理
圖 

 
 

求
名
公
校
正
咨
目 

 
 

諸
家
集
註
唐
詩
三
體
家
法
諸
例 

 
 

唐
世
系
紀
年 

 
 

三
體
集
一
百
六
十
七
人
（
三
体
詩
詩
人
の
履
歴
） 
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「
詩
自
三
百
篇
以
還
」 

 
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
２
）
」 

同
第1

8

号
、p

.
(
1
6
)
-
(
48
)

、2
0
14

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
一
冊 

實
接 

八
一
頁
～
一
二
二
頁 

華
清
池
・
杜
常
・
行
盡
江
南
數
十
程 

宮
詞
・
王
建
・
金
殿
當
頭
紫
閤
重 

 
 

呉
姫
・
薛
能
・
自
〔
一
作
身
〕
是
三
千
第
一
名 

已
上
共
三
首 

歸
雁
・
錢
起
・
瀟
湘
何
事
等
閒
回
水 

逢
賈
島
・
張
籍
・
僧
房
逢
著
款
冬
花 

江
南
春
・
杜
牧
・
千
里
鶯
啼
綠
映
紅
水 

 
 

 

已
上
共
三
首 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
３
）
」 

同
第1

9

号
、p

.
(
1
3
)
-
(
57
)

、2
0
15

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
二
冊 

實
接 

一
二
三
頁
～
一
七
一
頁 

 
 

綱
目 

 

別
李
浦
之
京
・
王
昌
齡
・
故
園
今
在
灞
陵
西 

題
崔
處
士
林
亭
・
王
維
・
緑
樹
重
隂
蓋
四
隣 

楓
橋
夜
泊
・
張
継
・
月
落
烏
啼
霜
滿
天 

贈
殷
亮
・
戴
叔
倫
・
日
日
河
邊
見
水
流 

湘
南
即
事
・
（
戴
叔
倫
）
・
盧
橘
花
開
楓
葉
衰 

送
齊
山
人
・
韓
翃
・
舊
事
仙
人
白
兎
公 

送
元
使
君
自
楚
移
越
・
劉
商
・
露
冕
行
春
向
若
耶 

竹
枝
詞
・
李
涉
・
十
二
峰
頭
月
欲
低 

香
山
館
聽
子
規
・
竇
常
・
楚
塞
餘
春
聽
漸
稀 

長
慶
春
・
徐
凝
・
山
頭
水
色
薄
籠
烟 

宮
詞
二
首
〔
後
首
或
以
為
杜
牧
之
作
〕
・
王
建
・
金
吾
除
夜
進
儺

名
（
其
一
）
／
銀
燭
秋
光
冷
畫
屏
（
其
二
） 

城
西
訪
友
人
別
墅
・
雍
陶
・
澧
水
橋
西
小
路
斜 

貴
池
縣
亭
子
・
杜
牧
・
勢
比
凌
歊
宋
武
臺 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
４
）
」 

同
第2

0

号
、p

.
(
1
)
-
(
1
8)

、2
0
16

年2

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
二
冊 

實
接 

 

一
七
二
頁
～
一
八
四
頁 

送
隱
者
・
許
渾
・
無
媒
逕
路
草
蕭
々 

送
宋
處
士
帰
山
・
（
許
渾
）
・
賣
藥
修
琴
帰
去
遲 

秋
思
・
（
許
渾
）
・
琪
樹
西
風
枕
簟
秋 

黄
陵
廟
・
李
遠
・
黄
陵
庿
前
莎
草
春 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
５
）
」 
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同
第2

1

号
、p

.
(
1
)
-
(
2
2)

、2
0
17

年2

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
二
冊 

實
接 

 

一
八
五
頁
～
二
〇
四
頁 

贈
彈
筝
人
・
温
庭
筠
・
天
寳
年
中
亊
玉
皇 

韋
曲
・
唐
彦
謙
・
欲
冩
愁
膓
愧
不
才 

曲
江
春
望
・
（
唐
彦
謙
）
・
杏
艷
桃
嬌
奪
晚
霞 

鄴
宮
・
陸
亀
蒙
・
花
飛
蝶
駭
不
愁
人 

閿
郷
卜
居
・
呉
融
・
六
載
抽
毫
侍
禁
闈 

尤
溪
道
中
・
韓
偓
・
水
自
潺
湲
日
自
斜 

已
上
共
二
十
四
首 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
６
）
」 

同
第2

2

号
、p

.
(
1
)
-
(
2
3)

、2
0
18

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
二
冊 

實
接 

 

二
〇
四
頁
～
二
二
三
頁 

丹
陽
送
韋
參
軍
・
厳
維
・
丹
陽
郭
裏
送
行
舟 

寒
食
・
韓
翃
・
春
城
無
處
不
飛
花 

上
陽
宮
・
竇
庠
・
愁
雲
漠
々
草
離
々 

贈
楊
鍊
師
・
鮑
溶
・
紫
烟
衣
上
綉
春
雲 

和
孫
明
府
懷
舊
山
・
雍
陶
・
五
栁
先
生
本
在
山 

贈
日
東
鑒
禪
師
・
（
鄭
谷
）
・
故
國
無
心
渡
海
潮 

旅
懷
・
杜
荀
鶴
・
月
蕐
星
彩
坐
来
收 

已
前
共
七
首 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
７
）
」 

同
第2
3

号
、p

.
(
1
)
-
(
2
6)

、2
0
19

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
二
冊 

實
接 

 

二
二
三
頁
～
二
四
四
頁 

寄
別
朱
拾
遺
・
劉
長
卿
・
天
書
遠
召
滄
浪
客 

題
張
道
士
山
居
・
秦
系
・
盤
石
垂
蘿
即
是
家 

寄
李
渤
・
張
籍
・
五
渡
溪
頭
躑
躅
紅 

南
莊
春
晚
・
李
群
玉
・
草
暖
沙
長
望
去
舟 

長
溪
秋
思
・
唐
彦
謙
・
栁
短
莎
長
溪
水
流 

已
前
共
五
首 

隋
宮
・
鮑
溶
・
栁
塘
烟
起
日
西
斜 

綺
岫
宮
・
（
王
建
？
）
・
玉
楼
傾
側
粉
墻
空 

送
三
藏
歸
西
域
・
李
洞
・
十
萬
里
程
多
少
難 

已
上
共
三
首 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
８
）
」 

同
第2

4

号
、p

.
(
1
)
-
(
2
4)

、2
0
20

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
二
冊 

實
接 

二
四
四
頁
～
二
六
二
頁 

長
信
秋
詞
・
王
昌
齡
・
奉
帚
平
明
金
殿
開 

呉
城
覽
古
・
陳
羽
・
呉
王
舊
國
水
烟
空 

江
南
意
・
于
鵠
・
閒
向
江
邊
採
白
蘋 

閑
情
・
孟
遲
・
山
上
有
山
帰
不
得 
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曲
江
春
草
・
鄭
谷
・
花
落
江
隄
簇
暖
烟 

山
路
見
花
・
崔
魯
・
曉
紅
輕
折
露
香
新 

已
前
共
六
首 

 

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
９
）
」 

同
第2

6

号
、p

.
(
1
)
-
(
2
9)

、2
0
22

年1

月 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
三
冊 

二
六
三
頁
～
－
二
八
八
頁 

 
 

綱
目 

 

逢
入
亰
使
・
岑
參
・
故
園
東
望
路
漫
々 

送
客
之
上
黨
・
韓
翃
・
官
栁
青
々
匹
馬
嘶 

病
中
遣
妓
・
司
空
曙
・
萬
事
傷
心
在
目
前 

蕐
清
宮
・
王
建
・
酒
幔
髙
楼
一
百
家 

宣
刕
開
元
寺
・
杜
牧
・
松
寺
曽
同
一
鶴
棲 

山
行
・
（
杜
牧
）
・
遠
上
寒
山
石
徑
斜 

寄
山
僧
・
張
喬
・
大
道
本
来
無
所
染 

寄
人
・
張
侹
・
酷
憐
風
月
為
多
情 

已
前
共
八
首 

 

本
稿
に
お
い
て
翻
刻
・
校
注
の
部
分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
第
三
冊 

二
八
八
頁
～
二
九
八
頁 

過
南
隣
花
園
・
雍
陶
・
莫
怪
頻
過
有
酒
家 

宮
詞
・
杜
牧
・
監
宮
引
出
暫
開
門 

漢
江
・
（
杜
牧
）
・
溶
々
漾
々
白
鴎
飛 

寄
維
揚
故
人
・
張
喬
・
離
別
河
邊
綰
栁
條 

逢
友
人
之
上
都
・
僧
法
振
・
玉
帛
徵
賢
楚
客
稀 

已
前
共
五
首 

  <

付
記>

本
稿
は2

0
1
6

年
度
中
華
人
民
共
和
国
国
家
社
会
科
学
基
金

項
目
「
日
本
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
抄
物
写
本
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』

与
唐
宋
詩
的
輯
佚
、
校
勘
研
究
」
（
一
般
項
目/

項
目
号1

6
B
Z
W
0
6
2

）

資
助
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
と
す
る
。
特
記

し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。 

  

（
リ
ュ
ウ
・
レ
イ
／
北
京
師
範
大
学
外
国
語
言
文
学
学
院 

教
授
） 

 
 

 
 

 

（
二
〇
二
二
年
十
月
十
五
日
受
理
） 




